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 聖霊降臨節第 16 主日／聖餐式           No. 36 
 

主日礼拝    

 

前奏  
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞 

｢あなたがたの上に聖霊が降ると、あなたがたは力を

受ける。そして、エルサレムばかりでなく、ユダヤと

サマリアの全土で、また、地の果てに至るまで、わた

しの証人となる。｣             (使徒言行録 1:8) 
 

頌栄 26「グロリア」 
 

 
 
 

信仰告白 使徒信条 

我は天地の造り主
ぬし

、全能の父なる神を信ず。我は 

その独
ひと

り子、我らの主
しゅ

、イエス・キリストを信ず。 

主は聖霊によりてやどり、処
おと

女
め

マリヤより生れ、 

ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に 

つけられ、死にて葬
ほうむ

られ、陰
よ

府
み

にくだり、三日目に 

死人のうちよりよみがへ
え

り、天に昇り、全能の父な

る神の右に坐
ざ

したまへ
え

り、かしこより来
きた

りて、生け

る者と死ねる者とを審
さば

きたまは
わ

ん。我は聖霊を信ず、

聖なる公同の教会、聖徒の交
まじ

は
わ

り、罪の赦
ゆる

し、身体
か ら だ

の

よみがへ
え

り、永
とこ

遠
しえ

の生命
い の ち

を信ず。アーメン。 

 

賛美 18「心を高くあげよ!」 

 

 
 

 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 

 

賛美 39-5(2回)「ハレルヤ」 

 
 

聖書 ガラテヤの信徒への手紙 1:1～10  
新約(新共同訳)P342 

1 人々からでもなく、人を通してでもなく、イエ

ス・キリストと、キリストを死者の中から復活させ

た父である神とによって使徒とされたパウロ、2な

らびに、わたしと一緒にいる兄弟一同から、ガラテ

ヤ地方の諸教会へ。3わたしたちの父である神と、

主イエス・キリストの恵みと平和が、あなたがたに

あるように。4 キリストは、わたしたちの神であり

父である方の御心に従い、この悪の世からわたし

たちを救い出そうとして、御自身をわたしたちの

罪のために献げてくださったのです。5 わたした

ちの神であり父である方に世々限りなく栄光があ



りますように、アーメン。6 キリストの恵みへ招い

てくださった方から、あなたがたがこんなにも早

く離れて、ほかの福音に乗り換えようとしている

ことに、わたしはあきれ果てています。7 ほかの福

音といっても、もう一つ別の福音があるわけでは

なく、ある人々があなたがたを惑わし、キリストの

福音を覆そうとしているにすぎないのです。8 し

かし、たとえわたしたち自身であれ、天使であれ、

わたしたちがあなたがたに告げ知らせたものに反

する福音を告げ知らせようとするならば、呪われ

るがよい。9 わたしたちが前にも言っておいたよ

うに、今また、わたしは繰り返して言います。あな

たがたが受けたものに反する福音を告げ知らせる

者がいれば、呪われるがよい。10 こんなことを言

って、今わたしは人に取り入ろうとしているので

しょうか。それとも、神に取り入ろうとしているの

でしょうか。あるいは、何とかして人の気に入ろう

とあくせくしているのでしょうか。もし、今なお人

の気に入ろうとしているなら、わたしはキリスト

の僕ではありません。 

 

賛美 399「さすらいの民よ」 

 
 

 
 

説教  「人からでなく神からの福音」 
 

聖餐式 81「主の食卓を囲み」 

        (配餐前 1,2 節、後 3 節) 

 
 

賛美 564「イェスは委ねられる」 

 

 



 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 
 

祝祷 

 

アーメン 

 
 

後奏   

 

    司 式：袁 紅 

説 教：向井 希夫牧師 

奏 楽：福原 之織 

助 餐：喜多村、玉理 

     


